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研究要旨 
ウイルス性肝炎 elimination に向けた方策の確立には新規感染者の全国規模での状況の把握が必須である。

研究では 1999–2020 年の国内の急性 C 型肝炎の発生動向を解析し、HCV 新規感染報告の経時的変化の解明と
HCV 感染のリスク因子の同定を行うことを目的とした。急性 C 型肝炎は減少してきている。最近は性的接触が
感染ルートとして割合が増加しており、梅毒等の他の性感染症とともに啓発が必要である。

A. 研究目的
慢性 C 型肝炎は直接作用型抗ウイルス剤(DAA）が

開発され、ほぼ全ての患者で HCV 排除が可能になっ
ている。そこで、ウイルス性肝炎 elimination に向
けた方策の確立には新規感染者の全国規模での状況
の把握が必須である。本邦では感染症法により 1999
年から 4 類感染症、2003 年から 5 類感染症として急
性 C 型肝炎の届出が義務付けられている。本研究で
は 1999–2020 年の国内の急性 C 型肝炎の発生動向を
解析し、HCV 新規感染報告の経時的変化の解明と
HCV 感染のリスク因子の同定を行うことを目的とし
た。

B. 研究方法
病原微生物検出情報 IASR（国立感染症研究所）よ

り 1999–2020 年の急性 C 型肝炎発生届のデータを抽
出・解析した。毎年の報告数および症例の年齢、性
別、居住地域、感染経路等を解析することで、HCV
新規感染報告の経時的変化を明らかにし、感染経路
と年齢、性別、居住地域の関連を解析することで、
HCV 感染のリスク因子の同定を行った。 
（倫理面への配慮）
情報については匿名化し、研究班では個人情報を

保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。

C. 研究結果
2006-2020 年に急性Ｃ型肝炎を届けた医療機関

519 にのぼった。1999–2020 年の全報告数は 1,073
例（男性 622 例、女性 451 例、男女比 1.38）であっ
た。毎年の報告数は 2000 年代後半までに 100 例以
上から約 50 例に減少したが、2010 年以降は約 30
例で横ばいであった。男女比は経年的に上昇した
（1999 年: 0.92, 2020 年: 3.6）。男性は 30 代前半、女
性は 50 代後半にピークがみられ、時間経過に伴い、
男性の割合が増えている。都道府県別報告数は大阪
府、東京都、福岡県の順に多く、東京都のみ 2005
年以降に数が上昇していた。人口 10 万対では西日本
で多い傾向があった。初発症状は全身倦怠感、黄疸、
肝機能検査異常等が現れるが、特に肝機能検査異常
で見出される症例が 2006 年以降増加していた。感
染経路は性的接触 188 例（17.1%）、針等の鋭利なも
のの刺入 84 例（7.6%）、静注薬物常用 56 例（5.1%）、
輸血・血液製剤 46 例（4.2%）、母子感染 5 例（0.5%）、
不明 572 例（52.0%）、その他 148 例（13.5%）であ
った。性的接触は 2010 年代に増加しており、性的
接触は男性が 146 例、女性が 42 例で、30–40 代の
男性に多かった。急性 C 型肝炎サーベイランス届け
出数に占める Heterosexual contact の割合とその要
因分析（Poisson regression）を行った。異性間性的
接触感染は近畿に比べて、以前は東海、九州で少な
く、最近は北海道、東北、東海、四国で少なかった。
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年齢について最近は 70 歳以上の高齢者で少なかっ
た。急性 C 型肝炎サーベイランス届け出数に占める
Homosexual contact の割合とその要因分析では、最
近は関東の男性に多く、50 歳以上では少なかった。
急性 C 型肝炎サーベイランス届け出数に占める
Blood transfusion/Blood product の割合とその要因
分析では、以前は四国で少なく、最近は 70 歳以上の
高齢者で多かった。急性 C 型肝炎サーベイランス届
け出数に占める Injury by sharp tools の割合とその要
因分析では、以前は女性に多く、関東、四国、九州
で少なかった。最近は 29 歳未満で多く、東北、中国、
九州で少なかった。男性は刺青による感染が多かっ
た。女性は針刺し事故による感染が多かった。

D. 考察
急性 C 型肝炎サーベイランス報告の年齢・性別・

居住地域と感染経路の関連を含めた解析により、本
邦における 21 年間の新規 HCV 感染の実態把握が可
能となり、現代における感染経路ごとの課題が明ら
かとなった。急性肝炎を診断された先生には届出を
お願いしたい。

E. 結論
急性 C 型肝炎は減少してきている。最近は性的接

触が感染ルートとして割合が増加しており、梅毒等
の他の性感染症とともに啓発が必要である。 
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